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研究成果の概要： 本研究は、科学研究費・特定領域研究「最高エネルギー宇宙線の起源 ―デカ

ジュール粒子による宇宙物理の開拓―（略称：最高宇宙線）」の総括班である。当領域では、10 の 20

乗電子ボルトを超える最高エネルギー宇宙線の観測装置TA(Telescope Array)と、人工加速器で最高

エネルギーを持つCERN/LHCにおけるLHCf 実験を建設した。TAは 2008年 3月から米国ユタ州で

観測を開始した。LHCf は準備が完了して、加速器トンネル内で実験開始を待っている。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

15年度 10,800,000 0 10,800,000 

16年度 14,600,000 0 14,600,000 

17年度 20,700,000 0 20,700,000 

18年度 33,900,000 0 33,900,000 

19年度 47,600,000 0 47,600,000 

20年度 49,000,000 0 49,000,000 

総 計 176,600,000 0 176,600,000 

 
 
研究分野：  宇宙線物理学 

科研費の分科・細目： 素粒子・原子核・宇宙線・宇宙物理 

キーワード：  宇宙線・極高エネルギー・宇宙物理・素粒子実験・大気蛍光 
 
１．研究開始当初の背景 
山梨県にある東大宇宙線研・明野観測所の近
郊に設置された AGASA 空気シャワーアレイに
おいて、2003 年までの 13 年間で 10 の 20 乗電
子ボルトを超える宇宙線 11 例が観測された。ま
た高エネルギー宇宙線には、ある方向からまと
まって到来する傾向が見られた。 
 
２．研究の目的 
11例の観測に対して期待数は 3-4例であった。
また、これまで高エネルギー宇宙線の到来に特
別な方向性が観測されたことはなかった。 TA
実験は AGASA の発見を確認し、最高エネルギ
ー領域における宇宙線の起源解明を目的として

建設した。 LHCf 実験では、人類が作り出せる
最高エネルギー領域での粒子反応をしらべ、そ
の情報を宇宙線のエネルギー決定に用いる。 
 
３．研究の方法 
領域内での研究は、5件の計画研究で行われた。
研究方法については、各研究の成果報告書に
おいて述べる。なお、これら 5 件の計画研究の
課題番号は 15077201～5 である。 
 
４．研究成果 
研究成果についても、上と同様に各計画研究の
成果報告書で述べる。 
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